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【 １ 】年 〔国語科Ⅰ読解〕 年間指導計画
指導の重点

・言葉に関する基礎知識を固める。

・読解力育成のため、読むことの基礎基本を定着させる。

・表現力を育成し、豊かな人間性の獲得への基礎固めをする。

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 国語への 話すこと 書くこと 読むこと 言語についての 評価方法 モジュール

関心意欲態度 聞くこと 知識・理解・技能 の内容

野原はうたう ・作者のものの見 ・積極的に手を挙 ・班学習や意見交 ・ノートに自分の ・詩 のリズムや ・声の大きさ、速 ・授業態度 ・小学校漢

四 方や感じ方をとら げ意見を出そうと換の場において、意見を書き出せ 多用されている さ、間の取り方 ・ノート 字の復習

える。 している。 友達の意見を聞 ている。 表現に気づく。 に注意しながら ・発表 ①

・詩の表現の特徴 き、新たな視点を 朗読している。 ・プリント

をとらえ、工夫し 発見しようとして ・漢字小テスト ・小学校漢

て音読する。 いる。 ・定期考査 字の復習

・モジュール ②

本に出会う

にじの見える ・登場人物の心情 ・予習の意味調べ ・班学習におい ・具体的な内容を ・少年の気持ち ・文章中の語句 ・授業態度

橋 を表す言葉に着 を行ってきてい て、友達の意見を 踏まえながら感想 と、状況の関係 の意味を正確に ・ノート ・小学校漢

目して、作品の心 る。 聞き、新たな視点 を書いている。 を読み取ることとらえ、理解する ・班活動 字の復習

理を深める。 ・課題に積極的に を発見しようとし ができている。 ことができてい ・学習プリント ③

・登場人物の行動 取り組んでいる。 ている。 ・少年の心情変 る。 ・漢字小テスト ・小学校漢

五 から、気持ちの変 化をとらえること ・定期考査 字の復習

化をとらえる。 ができている。 ・モジュール ④

・物語の読

言語① ・話し言葉と書き ・話し言葉と書き ・例文を比べ、・授業態度 解

話し言葉と書 言葉の違いにつ 言葉の違いにつ 話し言葉と書き ・班活動

き言 いて理解し、音声 いて理解し、状況 言葉の違いにつ ・発表 ・論説文の

の働きに関心を を考えて適切に いて説明してい ・定期考査 読解

持つ。 言葉を理解しよう る。

としている。

ダイコンは大 ・説明的文章の段 ・予習の意味調べ ・段落にタイトル ・論展開を追うこ 辞書で調べた意 ・授業態度

きい根？ 落構成をとらえ を行ってきてい をつけられる。 とができている。味を文脈の中で ・ノート

る。 る。 ・本文の要旨を書 確かめたりして、・プリント

・文章を読んで新 ・課題に積極的に いてる。 内容の読み取り・定期考査

たな知識を得る。 取り組んでいる。 に生かしてい

る。

発表したこと ・自分の考えを具 ・積極的に自分の ・自分の考えを相 ・目的に沿って発 ・はっきりした発 ・授業態度 ・文法

六 を伝え合おう 体的に分かりや 考えを発表してい 手に効果的に話 表原稿を書いて 音、聞きやすい ・発表

すく話したり、話しる。 し、またきちんといる。 大きさ、速さなど ・評価プリント

手の意図を考え 聞き取っている。 に注意してい

たりしながら話の ・発表をメモにと る。 ・言語知識

内容を聞き取る。 り、自分の考えを

まとめている。 ・小説の読

ちょっと立ち ・文章を読み、も ・語句、漢字を調 ・班学習におい ・具体的な内容を ・文章に述べら ・段落の働きを ・授業態度 解

止まって のの見方や考え べ、積極的に文 て、友達の意見を よく捉えて感想を れているものの 考えることがで ・学習プリント

方を理解し、自分 章を読もうとして 聞き、新たな視点 書いている。 見方や考え方を きる。 ・班学習

のものの見方や いる。 を発見しようとし 理解することが ・漢字小テスト

考え方を広くす ている。 できる。 ・定期考査

る。 ・モジュール

・段落構成を理解

する。

はじめての詩 ・視野文学に対す ・詩の内容や表現 ・詩の用語・表現 ・詩 に用いられ ・授業態度

る自分なりの理 に関心を持ち、工 の特色をとらえ、ている表現技法 ・学習プリント

解を深める。 夫して音読しよう 詩の内容を味わ を特定し、主な ・小テスト

としている。 うことができる。 効果を理解し、・定期考査

例文を書くことが

できる。
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七 詩四編 ・詩の言葉の豊か ・言葉に関して理 ・文脈の中での語 ・心に残った表 ・文脈の中での ・授業態度 ・１学期の

さに触れ、自然や 解を深め、感覚を 句の意味を考え 現や好きな言葉 語句の意味を考 ・ノート 漢字の復

言葉に対する見 豊かにしようとしながら、速度、音 を簡単にまとめ えながら、速度、・漢字小テスト 習プリント

方を広げる。 ている。 量、間の取り方な ている。 音量、間の取り・定期考査 ①②

どに注意して音読 ・自分の感想、方などに注意し

している。 友達の感想につ て音読している。

いて感じたことを

発言している。

言葉を集めよ ・身近な生活の中 ・身の回りを振り ・書く材料を集 ・授業態度

う から題材を見つ 返り、書くための め、整理してい ・ノート

け、わかりやすく題材や材料を見 る。 ・レポート

正確に伝えるた つけようとしてい ・伝える相手や目 ・定期考査

めに必要な材料 る。 的に応じて、必要

の集め方、選び な材料を選んで

方を知る。 いる。

・分かりやすく書く

ための工夫をして

いる。

おいしい読書 ・読書に親しみ、・文章に表れてい ・印象に残ったこ ・授業態度

ものの見方や考 るものの見方や と、考えさせられ ・ノート

え方を広げる。 考え方をきっかけ たこと、疑問に ・発表

に、さまざまな文 思ったことなどを ・班学習

章を読もうとして ノートに書き出し

いる。 ている。

九 星の花が降る ・作品のおもしろ ・登場人物の心情 ・登場人物の心情 ・作品に込めら ・話し合いを通し・学習プリント ・１学期の

ころに さを味わい、物語 を想像して、物語 について、読み取 れた作者の思い て、自分の考え ・ノート 漢字復習

を楽しむ態度を育 の続きを考えてい ったことを元に自 を読み取ってい を深めたりして ・班学習 テスト

てる。 る。 分の考えを持って る。 いる。 ・漢字小テスト

いる。 ・進んで表現に ・定期考査 ・随筆の読

ついて考えてい ・モジュール 解

る。

十 大人になれな ・人物の体験か ・状況・心理・行動 ・班学習におい ・具体的な例を挙 ・作品に込めら ・話し合いを通し・授業態度

かった弟たち ら、時代や状況、の関係を積極的 て、友達の意見を げながら、登場人 れた作者の思い て、自分の考え ・ノート ・詩の読解

に… 自分を見つめて に考えている。 聞き、新たな視点 物の心情にそっ を読み取ってい を深めたりして ・漢字小テスト

いくことの大切さ を発見しようとして感想を書いて る。 いる。 ・定期考査 ・論説文の

を考える。 ている。 いる。 ・進んで表現に ・モジュール 読解

・展開に即して読 ついて考えてい

む。 る。 ・漢字

・文と文の接続関

係を考える。 ・古文の読

シカの落ち穂 ・全体の論展開を ・記録の文章に興 ・自分の記録を、・文脈での語句 ・授業態度

拾い 押さえた上で、そ 味を持ち、具体的 図表を効果的に の意味を正確に ・ノート

れぞれのまとまりな動物の生態か 活用して書こうと捉え、読み取り ・漢字小テスト

ごとの内容を理 ら、生き物同士の している。 を深めようとして ・定期考査

解させる。 結びつきを考えよ いる。 ・モジュール

うとしている。

いろは歌 ・古典に対する興 ・古典に興味・関 ・古典の言葉の調 ・古典の言葉の ・授業態度

十 味や関心を持ち、心をもち、音読し子や間の取り方 調子や間のとり・ノート

一 古典に親しむ態 ようとしている などを考えて音読 方などを考えて ・学習プリント

度を養う。 している。 音読している。 ・定期考査

・仮名遣いに注意 ・｢いろは歌｣に ・暗唱テスト

して音読し文語文 使われている語

の言葉の響きや 句や口語訳から

調子に読み慣れ 内容に親しもうと

る。 している。

七夕に思う ・当時の人々の生 ・図版・本文・脚注 ・当時の人々の生 ・歴史的仮名遣 ・授業態度

語り継がれ、 活や文化、もの を、興味や関 活や文化、もの いを現代仮名遣 ・ノート

読み継がれて の見方や考え方 心をもって読んで の見方・考え方を いで読み、言葉 ・漢字小テスト

きたもの を、現代と重ね、いる。 想像し、現代の自 遣いや古語の意 ・定期考査

比較してとらえさ 分たちと比較して 味を理解してい ・モジュール

せる。 考えをまとめてい る。

る。
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十 蓬莱の玉の枝 ・古典の作品を読 ・古典の文章と現 ・内容を理解しな ・古典と現代文 ・古語と口語訳 ・授業態度 ・漢字

二 ｢竹取物語｣か み、展開に即して 代の文章の違い がら、表現豊かに の仮名遣い、文 から内容に親し・ノート

ら 内容を捉える。 に関心を持ちな 音読している。 末の言葉の違 もうとしていう・暗唱テスト ・鑑賞文の

・作品に表れてい がら読み進めよう い、言葉の使わ る。 ・班学習 読解

るものの見方や としている。 れ方や意味の違 ・漢字小テスト

考え方を理解す ・他の古典作品を いを指摘してい ・定期考査 ・２学期の

る。 読んだりしてい る。 ・モジュール漢 漢字の復

る。 字プリント 習プリント

①②

今に生きる言 ・故事成語に関わ ・故事成語の意味 ・故事成語の意 ・授業態度

葉 る文章から、必要 や成り立ちについ 味を理解し、由 ・ノート

な情報を集める て調べたり、まと 来や故事を理解 ・学習プリンﾄ

ための読み方を めようとしたりして している。 ・発表

身につける。 いる。 ・漢字小テスト

・定期考査

・モジュール

一 調べたことを ・自分の考えを表 ・生活の中から課 ・事実と意見を区 ・授業態度

正確に伝えよ すために適切な 題を見つけ、資料 別し、文章構成を ・ノート

う 材料を選び、伝え を集めたり、自分 工夫しながらレポ ・レポート

たい事実や事柄、の考えをまとめた ートを書いてい ・モジュール

自分の考えを明 りしている。 る。

確にする。 ・書いた文書を読

み返し、構成につ

いて考えている。

流氷と私たち ・新たな発見や驚 ・流氷と私たちの ・他の人の意見を ・文章の中心と・接続する語句 ・授業態度

の暮らし きなどを通して、暮らしという筆者 聞いて、理解しよ なる部分を捉え や指示する語句 ・ノート

環境問題につい の着眼点に着目 うとしている。 て筆者の主張を などに着目して ・学習プリント

て自分の考えを し、積極的に文章 まとめられてい 読んでいる。 ・定期考査

広げさせる。 を読もうとしてい る。

る。

二 表現を見つめ ・作品の構成や場 ・登場人物の行動 ・班学習におい ・具体的な例を挙 ・場面の展開を ・言葉の使い分 ・授業態度 ・２学期の

る 面の展開に注意 や心情から、授業 て、自分の意見を げながら、登場人 読み取りなが けについて考 ・ノート 漢字復習

・少年の日の して読み、登場人 を通して自分を見 明確に伝えた上 物の心情にそっ ら、主人公の心 え、意味を正しく・学習プリント テスト

思い出 物の生き方につ つめている。 で、友達の意見を て感想を書いて 情をとらえてい とらえている。 ・班学習

いて考える。 聞き、新たな視点 いる。 る。 ・漢字小テスト ・詩の読解

・作品の展開を読 を発見しようとし ・定期考査

み取りながら、登 ている。 ・モジュール

場人物の心情の

移り変わりを捉え

る。

木は旅が好き ・詩 に表れている ・言葉の連想に着 ・「木」に対する ・自分のものの ・授業態度

作者の思いを想 目し、積極的に詩 イメージを広げ、見方や考え方を ・ノート

像しながら読み味 を読もうとしてい 作者の思いを想 相手に正確に伝 ・学習プリント

わい、自分のもの る。 像している。」 えようとしてい ・発表原稿

の見方や考え方 る。 ・定期考査 ・１年生の

三 を広げさせ、発表 ・人の考え方に ・漢字小テスト 漢字の復

しあう。 理解を示そうと・モジュール 習テスト①

している。 ②

「ごちそうさ ・文化・風習の違 ・習慣が違うこと ・具体的例と結 ・授業態度

ま。」と言わな いについて理解 でコミュニケーショ 論を結びつけて ・ノート

くても し、コミュニケーシ ンの方法も変わ 考えられてい ・学習プリント

ョンのあり方につ ることを理解しよ る。 ・定期考査

いて考える。 うとしている。 ・漢字小テスト

感じたことを ・多様な材料や対 ・積極的に作品を ・互いの文章につ ・根拠を明確に ・感想を語る語 ・授業態度

文章にしよう 象に広く目を向け 選び、意欲的に いて、作品の捉え し、構成を考えて 彙を増やそうと・ノート

させ、興味を持っ 鑑賞しようとして 方や表現のしか 鑑賞文を書こうと し、読み手を意 ・朗読

た作品を選んで いる。 たに着目して意 している。 識した表現を工 ・漢字小テスト

鑑賞させる。 見を述べている。 夫している。
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【 １ 】年 〔国語科Ⅱ文法・書写〕 年間指導計画
指導の重点

・言葉に関する基礎知識を固める。

・積極的に表現活動に取り組む姿勢を育成する。

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 国語への 話すこと 書くこと 読むこと 言語についての 評価方法 モジュール

関心意欲態度 聞くこと 知識・理解・技能 の内容

文法① 「文」「文節」「単 ・設問に積極的に ・段落を意識し・文章を読み、・「文」を「文節」・定期考査

言葉の単位 語」など、言葉の 取り組み、言葉の た文章を書ける。 適切に段落を分 に、「文節」を「単 ・授業ワーク

単位について理 単位を見つけ出 けることができ 語」に区切ること

四 解する。 そうとしている。 る。 ができる。」

・漢字① ・漢字の字形を組 ・漢和辞典の部首 ・部首を指摘し、・授業態度

漢字の組み立 み立てと部首から 索引を使って漢 漢和辞典を使い ・定期考査

五 てと部首 理解し、書体につ 字を調べている。 こなしている。 ・小テスト

いても知識を得

る。

文法② ・主語、述語、修 ・文の組み立てと ・主語、述語、修 ・定期考査

文の組み立て 飾語の関係と文 意味に着目して、 飾語の関係と文 ・授業ワーク

六 の組み立てにつ 課題に取り組もう の組み立てにつ ・小テスト

いて理解する。 としている。 いて理解する。

・漢字② ・漢字の読みの多 ・設問に積極的に ・漢字の音・訓に ・定期考査

漢字の音訓 様性を理解する。 取り組んでいる。 ついて理解し、

七 読み分けてい

る。

書写 ・手紙の書式を知 ・手紙の性質や書 ・手紙の書式を知 ・書き言葉を意 ・作品

硬筆 り、相手や目的に 式に関心をもち、 り、相手や目的に 識して書いてい ・定期考査

合った手紙を書 受け取る相手の あった手紙を書 る。

九 く。 気持ちを考えて く。

書こうとしている。

・ 書写 ・楷書の点画の筆 ・毛筆書写に関心 ・楷書の点画の ・定期考査

「大地」 遣いを確かめるこを持ち、字形を考 筆遣いに気をつ ・活動の様子

十 「春風」 とができる。 えながら意欲的 けて書くことがで ・作品

に作品を書こうと きる。

している。

文法③ ・自立語と付属語 ・単語のくる位 ・単語を自立語 ・定期考査

十 単語の性質 について理解す 置、変形について と付属語、十種 ・授業ワーク

一 る。 考えている。 類の品詞に分け ・小テスト

・ ることができる。

十 ・品詞、体言と用 ・用言を活用さ

二 言について理解 せることができ

・ する。 る。

一 書写 ・書き初めの意義 ・書初めの意義を ・字の大きさ、配 ・活動の様子

書初め課題 を理解し、半切用 理解し、関心をも 置に注意してお ・作品

紙に書く。 って取り組もうとし さまりよく書こう

ている。 としている。

漢字③ ・漢字の成り立ち ・漢字の成り立ち ・漢字の成り立 ・定期考査

漢字の成り立 と構成を理解す の学習に取り組 ちを理解し、教

ち る。 み、漢字の読み 科書の問題に概

二 方や意味を確認 ね正しく答えて

しようとしている。 いる。

・文法④ ・指示する語句と・語句や文・段落 ・文の中で、指 ・授業ワーク

指示する語句 接続する語句に のつながりの関 示する語句と接 ・定期考査

三 と接続する語 ついて理解する。 係を積極的に使 続する語句が適

句 ・１年文法の内容 って、文を作って 切に使える。

・１年文法の が総合的に理解 いる。

まとめ できる。


